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そうじゃ  議会だより
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＝
ア
ム
ダ
と
の
連
携
協
力
協
定
を
基
礎
に
＝

未
曾ぞ

　う

有
の
災
害
に
迅
速
な
支
援

この度の東日本大震災でお亡くなりになられた方々に、
謹んで哀悼の意を捧げると共に、
被災されました皆様に、心からお見舞い申し上げます。

総社市議会　　

市
の
緊
急
時
即
応
態
勢
と
、
市
民

の
相
互
協
力
の
精
神
が
試
さ
れ
て

い
る
。

　

こ
の
た
び
の
被
災
者
に
と
っ
て

は
、
ま
だ
ま
だ
余
震
の
恐
怖
、
放

射
能
の
被
害
拡
大
、
他
府
県
へ
の

移
住
や
生
活
再
建
の
目
途
、
ま
た
、

地
域
の
復
興
へ
の
足
が
か
り
ま
で
、

か
な
り
の
歳
月
が
必
要
な
の
で
は

と
思
わ
れ
、
息
の
長
い
支
援
の
必

要
性
も
強
く
感
じ
る
。

　

幸
い
多
く
の
自
治
体
が
支
援
を

行
い
、
各
界
か
ら
も
支
援
が
続
け

ら
れ
て
い
る
。
見
事
に
復
興
が
果

た
さ
れ
る
と
信
じ
、
雄
雄
し
く
立

ち
直
る
姿
を
世
界
に
示
し
た
い
。

　
＝
が
ん
ば
ろ
う
！ 

日
本
＝

け
ら
れ
、
感
動
的
で
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
関
係
機
関
、
自
治
体
等
へ
届

け
ら
れ
た
。

　

現
在
で
は
、
避
難
所
に
お
け
る

食
料
、
暖
房
、
衛
生
面
等
の
厳
し

い
生
活
環
境
も
徐
々
に
で
は
あ
る

が
改
善
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
今
後
は

復
興
の
道
筋
を
つ
け
る
べ
く
仮
設

住
宅
建
設
、
事
業
所
の
再
開
、
住

民
へ
の
補
償
と
進
み
つ
つ
あ
る
。

災
害
発
生
は
必
然

市
民
の
力
結
集
し
備
え
を

　

日
本
の
領
土
は
、
ユ
ー
ラ
シ
ア

プ
レ
ー
ト
、
北
米
プ
レ
ー
ト
に
乗

り
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
と

太
平
洋
プ
レ
ー
ト
に
隣
接
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
地
震
が
起
き
る
確

率
が
高
く
、
い
つ
災
害
が
起
き
て

も
不
思
議
は
な
い
状
況
に
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
と
き
、

公
の
責
任
、
助
け
合
う
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
確
立
、
自
ら
が
な
す
べ
き

備
え
を
確
保
す
る
こ
と
の
重
大
性

に
改
め
て
気
づ
く
。

　

そ
し
て
、
い
ざ
災
害
が
発
生
し

た
際
に
は
、
基
礎
自
治
体
で
あ
る

し
た
結
果
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
岩
手
県

遠
野
市
に
設
置
し
た
拠
点
か
ら
直

接
、
避
難
場
所
に
救
援
物
資
を
届

け
た
り
、
必
要
な
医
療
チ
ー
ム
を

派
遣
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

支
援
・
救
援
活
動
の
地
域
を
挙
げ

る
と
、
宮
城
県
は
利
府
町
、
仙
台

市
、
多
賀
城
市
、
南
三
陸
町
、
岩

手
県
は
釜
石
市
、
大
槌
町
、
福
島

県
は
い
わ
き
市
、
伊
達
市
、
南
相

馬
市
と
広
域
に
わ
た
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
消
防
は
利
府
町
、
上
水

道
は
仙
台
市
に
拠
点
を
置
い
て
い

た
。

市
民
一
人
当
た
り
１
０
０
円
の

義
援
金
を
贈
る
予
算
も
可
決

　

議
会
で
は
、
二
月
定
例
市
議
会

に
追
加
上
程
さ
れ
た
、
市
と
し
て

市
民
一
人
当
た
り
１
０
０
円
の
義

援
金
、
計
６
７
３
万
７
３
０
０
円

を
贈
る
補
正
予
算
案
を
可
決
。
ま

た
、
全
議
員
か
ら
も
義
援
金
を
募

っ
て
、
全
国
市
議
会
議
長
会
へ
託

し
た
。
多
く
の
市
民
の
方
々
の
心

温
か
い
浄
財
や
支
援
物
資
も
毎
日

の
よ
う
に
市
役
所
や
支
所
等
に
届

し
た
も
の
で
あ
る
。

合
同
救
援
隊
を
組
織
し
て

救
援
物
資
を
直
接
搬
送

　

こ
の
た
び
、
震
災
発
生
か
ら
二

日
後
と
い
う
早
い
時
期
に
総
社
市

が
迅
速
か
つ
有
効
的
な
支
援
活
動

を
可
能
に
な
し
得
た
の
は
、
市
と

特
定
非
営
利
活
動
法
人
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

（
ア
ム
ダ
）
と
の
間
で
平
成
21
年

６
月
19
日
に
締
結
し
た
「
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
グ
ル
ー
プ
と
総
社
市
と
の
多
文

化
共
生
に
関
す
る
協
定
」
が
あ
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
協
定
を
基

礎
と
し
て
、
合
同
救
援
隊
を
組
織

県
へ
13
時
間
か
け
て
職
員
を
派
遣
。

12
～
17
日
に
は
消
防
署
員
に
よ
る

人
命
検
索
や
救
急
活
動
支
援
、
12

～
20
日
は
上
水
道
職
員
に
よ
る
給

水
活
動
、
15
～
21
日
に
は
再
び
消

防
署
員
が
消
火
活
動
を
行
っ
た
。

電
気
自
動
車
の
貸
出
し
や

豚
汁
の
炊
き
出
し
も

　

ま
た
、
ガ
ソ
リ
ン
の
欠
乏
に
応こ

た

え
て
、
市
所
有
の
電
気
自
動
車
の

貸
出
し
、
灯
油
の
支
援
、
ま
た
、

総
社
青
年
会
議
所
の
協
力
を
得
て
、

豚
汁
１
５
０
０
人
分
の
炊
き
出
し

を
実
行
さ
れ
た
こ
と
は
、
被
災
者

に
少
な
か
ら
ず
安
堵
の
気
持
ち
を

感
じ
て
い
た
だ
け
た
も
の
と
思
う
。

そ
の
後
も
、
市
職
員
に
よ
る
十
四

便
の
支
援
隊
が
、
被
災
者
の
ニ
ー

ズ
を
見
極
め
な
が
ら
、
物
的
、
人

的
に
支
援
を
続
け
た
。

　

こ
れ
も
、
市
、
議
会
、
民
間
団

体
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
一
体
と

な
り
、
こ
の
未
曾
有
の
困
難
に
力

を
合
わ
せ
て
助
け
合
い
、
支
え
合

っ
て
乗
り
切
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
の
人
道
的
な
思
い
か
ら
発
露

観
測
史
上
最
大
の
地
震

津
波
に
よ
る
壊
滅
的
被
害

去
る
３
月
11
日
、
午
後
２
時
46
分

ご
ろ
、
日
本
気
象
観
測
史
上
最
大

の
Ｍ
９
・
０
の
地
震
と
、
そ
れ
に

伴
う
大
津
波
が
三
陸
沖
に
お
い
て

発
生
し
、
５
０
０
㎞
に
も
及
ぶ
海

岸
沿
い
の
市
町
村
が
壊
滅
的
被
害

を
受
け
た
。

　

想
定
を
は
る
か
に
超
え
た
津
波

の
大
き
さ
は
、
す
べ
て
を
呑の

み
込

み
、
破
壊
し
、
剥は

ぎ
取
り
、
甚
大

な
被
害
と
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
危
機
的
な
事
態
は
、
福

島
県
に
あ
る
原
子
力
発
電
所
が
被

害
を
受
け
て
、
放
射
性
物
質
が
拡

散
し
て
い
る
こ
と
だ
。

　

想
像
だ
に
し
な
か
っ
た
大
震
災

に
、
早
速
総
社
市
は
、
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
の
損
傷
の
激
し
い
中
、
宮
城

ア
ム
ダ
と
市
の
協
定
調
印
式

断水地区への素早い給水活動
（仙台市立八木山南小学校）

支援物資を積んで市役所を出発するトラック


